
 

 

第１２８４回 例会 ２０１７年（平成２９年）５月２２日    

(青尐年奉仕月間) 

 

前回（５月１５日）例会記録 

◇プログレス 北野 克己 副ＳＡＡ  

 

１． 来客紹介 親睦委員会 中村 一 親睦委員 

  ゲスト： １名 地区外 ０名 地区内： ２名 合計 ３名 

  ゲスト： 株式会社ウィズ 主任マネージャー 介護福祉士・認知症ケア上級専門士 沖 真岐 様 

 

２．会長の時間  新川 晃生 会長 

 

皆さま、ようこそお越しいただきました。 

本日は、沖真岐様にお越しいただき、後ほど卓話をお願いしております。 

また、大阪ＲＣの岩波様、大阪北ＲＣの高林様にもお越しいただいております。どうぞごゆっくり 

お過ごしください。 

先週は、藤井会員をお迎えして新入会員歓迎会を行いました。ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。 

藤井会員には、普段の例会とは尐し違った楽しい雰囲気を、感じていただけたのではないかと思います。このように 

参加して楽しい大阪船場ロータリークラブでございますので、これからも積極的なご参加をよろしくお願いいたします。 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 小山 章松 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「奉仕の理想」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 創立２９周年記念例会 ３２階「スカイテラス」 １７：３０～１８：００ 

○ 会員懇親会 ３２階「スカイテラス」 １８：１０～２０：３０ 



 

さて、5月は青尐年奉仕月間となっております。 

皆さまご承知の通り、ロータリーの活動としては 12歳から 18歳までのインターアクト、18歳から 30歳までのローアクト、 

そして青尐年指導者養成プログラムのライラなどがあります。 

ロータリーでは、これらの活動を通じて若者の健全な成長を支援し、国際社会や地域社会でリーダーとなるために必要な 

スキルを身につけるための機会を提供しています。 

2月の紛争解決月間では、国際基督教大学に設置されている「ロータリー平和センター」のことをご紹介させていただき 

ましたが、これらの支援活動が、平和で幸福な未来のために尐しでも役立ってくれることを願っております。 

先週、2020年に迎える日本ロータリー100周年に関するアンケートが来ておりました。 

2020年といえば東京オリンピックが開催されますが、いま多くの若者たちが、選手として、あるいはボランティアとしての 

参加を目指して体を鍛えたり語学力を磨いたりしていると聞きます。 

招致の際には「おもてなし」が話題になりましたが、多くの外国人が訪れるオリンピックは国際交流の絶好の機会です。 

青尐年奉仕ということで、多くの若者が世界中の人々と触れ合うことができるような、何らかの支援ができれば素晴らしい 

のではないかと考えた次第です。 

ありがとうございました。 

 

３．委員会報告 

◎2660地区職業奉仕委員会  澤田 宗久 委員 

 第２回地区新旧職業奉仕委員会が、５月日＇火（にあり、行って参りました。 

 その内容は、 

① 職業奉仕Ｑ＆Ａの件 

② 職業奉仕委員長アンケートについて 

③ ２０１７・２０１８年度の為の地区研修協議会部門別協議会＇4月１５日（の件 

④ クラブ職業奉仕委員長会議＇５月１３日（の件について 

    ）アンケートの説明と集計については、などの会議が行われました。 

 次回の本年度最終委員会は 6月１３日＇火（に行われます。 

後程、5月１３日＇土（ＯＭＭ会議室で行われたクラブ職業奉仕委員会議について、会議に出席された松永委員長から 

ご説明がありますので宜しくお願い致します。 

 

４．ご報告 「沖縄の印象」 片岡 清夫 会員 

先週、沖縄へ出張に行きました。目的はお客様とのミーティングと懇親ゴルフ会でした。約１５年ぶりの沖縄でしたが、 

以前と比べて活性化されているように感じました。それは、国内・海外からの観光客の増加から来るところが大きいようです。

特に名護周辺は景色もよく、有名な外資系のホテルがたくさん出来ています。ハワイの景色と変わらないと思います。 

今年は沖縄が日本へ復帰して４５年になりますが、ようやく米軍基地に頼らない独自の経済発展を見せています。 

平成２６年の都道府県別平均年収調査では、特に２０代の平均年収は４７都道府県中、最下位でした。それがこのように 

観光産業を中心に元気になってきているようで、本当に良かったと思いました。 

皆様も機会があれば沖縄を訪問してあげてください。 

 

 

 

 

５．ニコニコ報告  岡野 秀章 親睦委員 



 

沖  会員・・・・本日卓話です。私の代わりに沖真岐が卓話をします。宜しくお願いします。 

伊藤 会員・・・・突然「腸閉塞」で１６日間入院いたしました。今年度並びに次年度理事会にご迷惑をかけて 

すみませんでした。完治するには、まだ尐しかかりそうです。 

渡辺 会員・・・・結婚記念のお花有難うございました。４９年、上り坂、下り坂まで、坂の坂がありました。 

澤田 会員・・・・５月１３日＇土（クラブ職業奉仕委員長会議が行われ、松永委員長が出席していただきました。 

          ありがとうございます。 

岡野、新川、カンタトーレ、斧原、北野、俣野、中村、清水、松永、大磯、平山、杉浦、井澤、岡本＇茂（、片岡、 

甚田、松谷、高階、大嶋、岩崎、岡本＇真（、大久保、 

各会員‥‥プロゴルフ男女日本人優勝おめでとうございます 

 

６．出席報告 北野 克己 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ３９名 出席会員数 ３１名 出席率 ７８％ 

第１２８１回＇４月１７日（ 修正出席率 ９５％ 

 

７．卓  話  『認知症には ならへん！なるかな？なったらどうしよう!?』 

“認知症になっても安心して暮らせるまち”をめざして 

                            株式会社ウィズ 主任マネージャー 

               介護福祉士・認知症ケア上級専門士 沖 真岐 様 

 

地域で支えあうために認知症を知ろう！一人で悩まないで！ 

～認知症サポーター養成講座～  

誰もが物忘れをします。でもそれは認知症でしょうか。 

認知症は誰もがなる可能性があります。原因となる病気が色々あり、それによって治療方法やケア方法が異なります。 

早期に対応することで進行を遅らせることが出来ます。予防のためには日頃から頭や身体を働かせることが大切です。 

認知症になっても家族や地域の助け合いで住み慣れた地域で自分らしく安心して暮らし続けることが出来ます。 

そのためには本人や介護家族の気持ちを知らなくてはいけません。 

＜本人の気持ち＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜家族の気持ち＞ 

本人の立場になって考えてみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理解して、 

できにくくなった 

ことを助ける。 

 

 

症状の改善 

穏やかに過ごせる 

症状の悪化が 

もっと進む 

認知症になり 

失敗ばかり続いて 

怒られてばかり 

 

出来ないことを 

とがめる 怒る 

症状の悪化 



 

驚嘆・戸惑い・否定→混乱・怒り・拒絶・抑うつ→あきらめ・開き直り・適応→理解→受容 

認知症の人への対応は、認知症に伴う認知機能低下が有ることを正しく理解することが必要です。 

 

その基本姿勢は、 

① 驚かせない 

② 急がせない 

③ 自尊心を傷つけない。 

 

具体的対応のポイントは、 

① まずは見守る 

② 余裕をもって対応する 

③ 声をかけるときは一人で 

④ 後ろから声をかけない 

⑤ 相手と目線を合わせてやさしい口調で 

⑥ 穏やかにはっきりした話し方で 

⑦相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する 

 

認知症サポーターとは、認知症を理解し、認知症の方や介護家族を支援する応援者です。自分の家族や地域の方、 

友達、知人が認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりを皆で推進していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回５月２９日＇月（例会予定  

               ・職奉卓話：小島会員 

                     ・会議：会長経験者 ３１階「ローズの間」１３：４０～１４：４０ 
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